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介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
っ
て

16
年
に
な
る
が
、
２
０
０
６
年
、

２
０
０
８
年
、
２
０
１
１
年
に
制
度
改

定
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
は
要

支
援
者
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

「
新
総
合
事
業
」
と
し
て
市
町
村
の
裁

量
に
委
ね
ら
れ
る
。
要
支
援
者
の
サ
ー

ビ
ス
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
手
立
て
を
講

じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
新

総
合
事
業
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

(1)
町
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
、

２
０
２
５
年
ま
で
に
構
築
し
て
い
く
と

し
て
い
る
が
、
高
齢
化
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
の
現
状
、
地
域
づ
く
り
の
促

進
か
ら
も
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
。

①
介
護
、
医
療
な
ど
関
係
機
関
と
の
連

携
は
。

②
支
援
者
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
住
民

主
体
等
と
な
っ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
人
材
育
成
・
確
保
の
現
状
は
。

③
住
民
の
助
け
合
い
活
動
は
。
現
行
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
前
提
に
地
域
づ
く
り

を
促
進
す
る
も
の
に
。　

④
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
要
支
援
者
の
サ

ー
ビ
ス
抑
制
を
招
く
場
に
さ
せ
な
い
こ

と
。　
　
　

⑤
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー(

地

域
支
え
合
い
推
進
員)

と
協
議
体
の
設

置
状
況
は
。

(2)
新
総
合
事
業
費
が
不
足
す
る
場
合

は
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
こ

と
。
国
に
対
し
て
は
、
「
事
業
費
上
限

設
定
」
の
廃
止
を
求
め
て
い
く
こ
と
。

(1)
①
項
目
ご
と
に
医
療
や
介

護
の
関
係
者
と
の
会
議
や
情
報
交
換
を

逐
次
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
末
に
は

在
宅
医
療
・
介
護
の
情
報
リ
ス
ト
を
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、
帯
広
保
健

所
、
他
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
専
門

部
会
へ
の
参
画
や
研
修
会
を
実
施
す
る

な
ど
、
順
次
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
全
て
の
事
業
達

成
に
向
け
て
、
さ
ら
に
町
内
の
医
療
、

介
護
関
係
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

②
現
時
点
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
整
っ
て
い
な
い

た
め
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

確
保
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構

築
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
現
行
制
度
の
訪
問
、
通
所
介
護
に
相

当
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
本
人
の

意
向
を
最
大
限
尊
重
し
、
そ
の
状
態
像

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
適
切
な
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
努
め
て
い
き
た
い
。

④
地
域
ケ
ア
会
議
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
の
個
別
事
例
の
検
討
や
地
域
課
題
を

把
握
し
、
高
齢
者
に
対
し
適
切
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

⑤
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
来
年
４
月
に
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
協
議
体
に
つ
い
て
も
、
来
年

４
月
に
町
全
体
を
区
域
と
す
る
協
議
会

を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ほ

か
、
社
会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
な
ど
の
地
域
の
関
係
者
を

構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
、

課
題
等
を
把
握
し
、
定
期
的
な
情
報
共

有
と
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。

(2)
新
し
い
総
合
事
業
に
係
る
市
町
村
の

負
担
割
合
は
、
介
護
保
険
法
で
12
・
５

％
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
必
要
額
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ

り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
実
施

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
事
業
を
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、
上
限
を
超
え
る
場
合
に
は
、

別
途
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
個
別
に

判
断
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
と

し
、
一
定
の
特
殊
事
情
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
上
限
を
超
え
た
分
に
つ
い
て

も
認
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

現
時
点
に
お
い
て
国
に
対
し
て
事
業
費

上
限
設
定
の
廃
止
を
求
め
る
考
え
は
な

い
。

答問
地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
要
支
援

者
等
に
対
す
る
効
率
的
・
効
果
的
な
支
援
を
目
指
す

介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ
る

「
新
総
合
事
業
」
は

万
全
な
準
備
を

問

町
　
長

野原　惠子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

要支援者（人） 高齢化率（％）

2016 年 2025 年 2035 年 2016 年 2025 年 2035 年

幕別 175 214 198 39.74 41.07 39.53

札内 330 528 523 26.58 27.95 30.36

忠類 29 50 47 37.18 35.22 34.58

合計 534 792 768 30.04 31.03 32.34

▼幕別町の要支援者数と高齢化率

　　　　　（2016 は 9 月末現在。2025、2035 は推計値。）


